申請書_2
※予算書を含めA4用紙4枚以内に収めてください
※枠のサイズは変更せず枠内に収まるよう入力してください

4．申請情報
	[bookmark: _Hlk215590425]＜取り組む子どもの課題＞
あなたの専門職の活動の中で得た「子どものこえ」より、誰のどのような課題を解決したいですか。当事者の困り事、各種調査や分析による具体的な事実や統計数値等、取り組む課題の実態がわかるようにご記入ください。

	



	＜あなたが取り組む理由＞
あなたがこの課題に取り組む理由についてご記入ください。

	



	[bookmark: _Hlk215763816]＜取り組む課題に対するこれまでの活動もしくは準備状況＞
「どのような人たちを対象に」「どのような取り組みを行ってきたか」「実施地域」「期間」「活動の成果」等を具体的にご記入ください。活動実績がない場合には、準備状況についてご記入ください。

	



	＜本助成金で取り組む活動の具体的な内容＞ 
助成期間中「どのような活動を」「地域のだれと」「何人くらいで」「いつ」「どのように行うのか」等をご記入ください。補足資料がある場合は申請フォームよりファイル(A4サイズ PDF・Word・PowerPoint・Excel)をご提出ください。

	



＜中長期の計画＞
最終的な目的を達成するための中長期的なプロセスを以下の様式でご記入ください。あわせて活動の継続・自立化に向けた取り組みについてご記入ください。
	短期的なアウトカム
※今回の助成で得られる成果
	
	中期的なアウトカム
※中期的に得られる成果
	
	最終アウトカム
※最終的に得たい成果

	
	
	
	
	

	継続・自立化に向けた取り組み
	
	継続・自立化に向けた取り組み
	
	継続・自立化に向けた取り組み

	
	
	
	
	



＜上記を実現するための「強み・機会」と「課題・リスク」＞　
上記を実現するための現時点で予想される「強み・機会」と「課題・リスク」をご記入ください。
※「強み」は活動を行う組織や活動そのものの強み、「機会」は活動を進める上でプラスの外部環境を指す
※「課題」は活動を行う組織や活動そのものの弱み、「リスク」は活動を進める上でマイナスの外部環境を指す
	「強み・機会」
	「課題・リスク」

	
	



＜同一または類似問題に関する他の助成金等への応募状況（助成期間中の応募予定も含む）＞
当てはまる助成金等があれば助成元・助成金名・助成金額等をご記入ください。重複申請も可能です。
	




	5.
	予算書(代表者および副代表者以外かつ申請団体所属または代表者所属先の方が経理を担当してください)

	経理担当者
	姓名ヨミ
	
	所属機関
	

	
	姓 名
	
	役職
	

	
	電話番号
	
	郵便番号
(ハイフンあり)
	

	
	メールアドレス
	
	所属先住所
	

	収入内訳
	費目
	金額(円)
	備考

	
	A.当財団助成金
	
	

	
	B.自己資金
	
	

	
	C.その他の資金
	
	

	
	合計
	
	

	支出内訳
	費目
	A.当財団助成金
(円)
	B.自己資金
(円)
	C.その他の資金
(円)
	内訳
(算出根拠を記載)

	
	消耗品費
(筆記用具、紙など)
	
	
	
	

	
	旅費
(交通費(ガソリン代を含む)、宿泊費)
	
	
	
	

	
	人件費
(協力アルバイト等への賃金など)
	
	
	
	

	
	謝金
(外部から招へいした講師への謝金)
	
	
	
	

	
	委託費
(自団体では実施不可能な作業費等)
	
	
	
	

	
	通信・運搬費
(電話代、プロバイダー代等は対象外)
	
	
	
	

	
	印刷製本・
広報費
	
	
	
	

	
	賃借料
会場費
	
	
	
	

	
	備品費
(機械、器具など)
	
	
	
	

	
	その他諸経費
(ボランティア保険、上記外の費用)
	
	
	
	

	
	合計(円)
(Aの金額は申請書_1助成金申請額と同額)
	
	
	
	



